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概要 
 間歇性跛行に対する運動療法の有効性については諸外国では多くの報告があるが、その機序については
不明な点もあり本邦では未だ広く定着していない。一方、Lipo-PGE1 は微細脂肪粒子中にプロスタグラン
ディンＥ１を含有させた DDS 製剤であり、間歇性跛行に対する効果が既に本邦で報告されている。 
われわれは微少循環改善作用のある Lipo-PGE1 の点滴静注後にマスター２階段を用いた運動療法を施行
し、２カ月という短期間で良好な歩行能力の改善を目指す新しい治療法を開発中である。 
対象は、（１）画像診断で慢性動脈閉塞症が確定している患者（２）３回/週・８週間の当院への通院が
可能な患者（３）マスター２階段昇降を行う能力を備えた患者です。 
プログラム：外来にて Lipo-PGE1(パルクス注：大正製薬)10μｇを生食 100ml に溶解し 30 分で点滴静注
する。その後、理学療法部に移動し、準備運動の後マスター２階段を用いた昇降運動を行う。１回の運動
時間は下肢痛のため昇降不能となる最大時間の 80%に設定。この運動を３回/週、計:８週施行し終了とす
る。 
治療効果は、プログラム終了後に勾配 12%,時速 2.4 Km に設定したトレッドミル歩行にてに判定し術前と
比較しています。今までに試行の 10 例ではいずれも良好な結果が得られています 
社会還元 
 □間歇性跛行患者→歩行能力の低下→社会生活での制限→QOL の低下をもたらす。 
      
★薬物療法の限界：静脈内投与は投与期間が制限される。経口薬は長期投与や 
         多剤併用により副作用の可能性がある。 
 
    ★運動療法の限界：効果がでるまでに時間がかかる。効果が不確実で予測が困難である。 
 
☆薬物併用運動療法の利点：短時間（８週間）で有意の歩行距離の延長が期待でき、 
             社会生活での制限が緩和され QOL の低下が予防できる。 
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